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いまこそ 私たちの声を！ みやぎアピール大行動 2010 事務局長 及川 智

障害者自立支援法が施行されて以降、私たち当事者をはじめ、家族・支援者はそれまで得て

いた支援を何らかの形で、減らしたり、休止したり、という制限を強いられてきました。

しかし、私たちの取り組みも結実し、2009 年 8 月 30 日衆院総選挙では民主党が歴史的な大勝

をしました。私たちの障害者自立支援法に対する取り組み、運動はひとつの転機を迎えていま

す。長妻昭厚生労働大臣は、大臣就任直後“障害者自立支援法の廃止”を明言し、いま、当事

者の意見を聞かずにできた制度が、当事者の強い“思い・願い”によって葬られようとしてい

ます。

これまで私たちが一貫して訴えてきたことは、「私たち抜きに私たちのことを決めないで！」

ということ。そして、生活に不可欠な支援は決して｢益｣ではなく、「権利」であるということで

す。そう、必要な支援、障害者福祉は真に私たちの権利なのです。利用者負担をはじめ、事業

収入・当事者本位の支援・予算の拡充・支援者の人員、待遇・精神障害者施策の充実など、直

面する課題に対しての多くあります。より具体的に言えば、「なぜ、必要不可欠な介助量が得ら

れないのか？」「審査会なる見ず知らずの他人が支援量を決めるのか？」それは“おかしい”と、

私たちは新制度の構築に当たって、これまで以上に具体的にものを言い、働きかける必要があ

ります。

来春の大行動は、「さよなら障害者自立支援法！ みんなでつくろう新制度！ みやぎアピー

ル大行動 2010」というタイトルを冠し、まさにこれから共に新しい法律・制度を作り上げてい

く、国会議員を招き、シンポジウムを行います。今後の展望を直接うかがい、私たちの思い、

願いも直接聴いてもらう。そんな場を作っていきたいと思っています。

政権交代がなされたとはいえ、障害者自立支援法は未だ厳然とあり、新法・新制度の制定時

期・中身も定まってはいません。今こそ、明確に「私たち抜きに私たちのことを決めないで！」

と声を強く高く上げるときなのです。
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